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３
月
８
日
は
「
国
際
女
性
デ
ー
」

で
す
。
女
性
の
平
等
や
権
利
を
獲

得
す
る
た
め
、
世
界
中
で
啓
発
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

香
川
県
で
も
か
つ
て
毎
年
集
会

が
あ
り
、
山
口
勗
さ
ん
の
講
演
会

が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ

ン
・
レ
ノ
ン
の
「
女
は
世
界
の
奴
隷
か
！
」
や

「
イ
マ
ジ
ン
」
の
音
楽
を
通
し
、
女
性
の
権
利

や
平
和
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ー

ト
ル
ズ
や
イ
マ
ジ
ン
は
世
界
中
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
１
９
７
０
年
代
初
め
に
世
界
的

ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
が
、
女
性
の
地
位
や
権
利
を
自

分
自
身
に
問
い
、
価
値
観
を
転
換
し
表
明
し
た

曲
に
驚
き
ま
し
た
。

イ
マ
ジ
ン
は
、
９
・
11
テ
ロ
や
イ
ラ
ク
戦
争

で
放
送
禁
止
に
な
り
な
が
ら
も
、
平
和
を
考
え

る
場
で
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。
最
後
の
フ
レ
ー

ズ
は
、
「
い
つ
か
あ
な
た
た
ち
も
み
ん
な
仲
間

に
な
っ
て
、
そ
し
て
世
界
は
き
っ
と
一
つ
に
な

る
ん
だ
」
と
あ
り
ま
す
。
半
世
紀
が
過
ぎ
、
日

本
で
も
「
選
択
制
夫
婦
別
姓
」
の
実
現
ま
で
今

１
歩
と
な
る
な
ど
、
着
実
に
運
動
は
前
進
し
て

い
ま
す
。
「
い
つ
か
」
で
な
く
「
す
ぐ
そ
こ
の

近
い
未
来
」
に
理
想
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
こ
）

原
水
爆
禁
止
香
川
県
協

議
会
は
高
松
市
で
２
月
22

日
に
総
会
を
開
き
、
前
川

史
郎
日
本
原
水
協
常
任
理

事
を
招
い
た
「
被

爆
８
０
年
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加

す
る
日
本
へ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講

演
を
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
県
原

水
協
の
岩
部
乃
之

筆
頭
代
表
理
事
が

あ
い
さ
つ
。
「
広

島
や
長
崎
に
原
爆

を
落
と
さ
れ
て
８

０
年
。
国
民
の
３

割
が
署
名
に
応
じ

た
ビ
キ
ニ
デ
ー
の

全
国
３
０
０
０
万

人
署
名
に
近
づ
く
よ
う
な

全
国
１
０
０
０
万
人
署
名

を
目
指
し
香
川
で
も
署
名

や
運
動
を
ひ
ろ
げ

よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

講
演
で
前
川
氏

は
日
本
政
府
の
日

米
首
脳
会
談
で
の

対
米
追
随
や
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に

反
対
し
、
過
去
最

大
の
軍
拡
予
算
の

確
保
、
専
守
防
衛
の
放
棄
、

反
撃
能
力
の
保
有
な
ど
被

爆
国
に
あ
る
ま
じ
き
姿
勢

を
批
判
。
「
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
、
署
名
や
批

准
を
す
る
た
め
、
選
挙
で

核
兵
器
禁
止
に
賛
同
す
る

政
治
家
を
過
半
数
、
国
会

に
送
り
出
す
必
要
が
あ
る
。

そ
う
い
う
政
府
に
変
え
て

い
こ
う
」
と
の
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
核
保
有
国
に

よ
る
威
嚇
や
脅
迫
、
『
軍

事
対
軍
事
』
の
構
図
の
下
、

戦
争
や
核
兵
器
使
用
の
危

機
が
あ
る
一
方
で
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
世
界
的
に

広
が
り
、
日
本
被
団
協
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
な

ど
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
実

現
す
る
運

動
の
発
展

を
紹
介
。

「
核
兵
器

を
保
有
・

開
発
す
る

国
や
、
核

の
傘
の
下

に
い
る
国

の
人
た
ち
は
、
核
兵
器
に

よ
る
被
害
の
忘
却
を
望
ん

で
い
る
。
そ
こ
に
対
抗
す

る
た
め
、
署
名
活
動
を
し
、

原
爆
展
を
開
き
、
被
爆
者

の
証
言
な
ど
を
伝
え
引
き

継
ぐ
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

64
才
の
男
性
は
「
核
廃

絶
、
世
界
平
和
な
ど
は
世

代
を
超
え
訴
え
や
す
い
テ
ー

マ
だ
。
被
爆
８
０
年
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
な
ど
節
目
の

年
で
、
い
ま
こ
そ
運
動
を

広
げ
世
代
継
承
を
す
る
チ
ャ

ン
ス
の
時
で
す
ね
」
と
感

想
を
の
べ
ま
し
た
。

香
川
県
原
水
協
が
総
会

前
川
史
郎
氏
が
講
演

「
被
爆
８
０
年
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
す
る
日
本
へ
」

昭和48年5月29日第三種郵便物認可 民主香川 2025年3月2日 第2018号 毎月1.3.4日曜発行 4

【
３
面
か
ら
】

溶
岩
な

ど
が
流
れ
込
み
陸
地
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に

供
給
さ
れ
た
噴
出
物
の
特

性
（
地
質
）
と
侵
食
作
用

の
違
い
に
よ
り
、
多
様
な

地
形
を
形
成
し
ま
し
た
。

【

屋
島･

メ
サ
の
形
成
】

屋
島
は
花
崗
岩
の
上
に

讃
岐
岩
質
安
山
岩
が
水
平

に
覆
っ
て
い
ま
す
。
長
い

年
月
の
風
化
作
用
に
お
い

て
、
屋
島
頂
上
付
近
は
硬

い
岩
質
の
安
山
岩
が
侵
食

さ
れ
に
く
い
た
め
、
周
囲

を
急
崖
（
き
ゅ
う
が
い
）

で
囲
ま
れ
た
テ
ー
ブ
ル
状

台
地
を
形
成
し
、
地
形
・

地
質
的
特
徴
か
ら
「
メ
サ
」

と
し
て
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
メ

サ
の
侵
食
が
更
に
進

む
と
紅
ノ
峰
の
よ
う

な
「
ビ
ュ
ー
ト
」
と

な
り
ま
す
。

【
讃

岐
七
富

士

は
火

山
岩
頸
】

同
時
期
に
形
成
さ

れ
た
讃
岐
七
富
士
は

マ
グ
マ
の
通
路
で
冷

え
固
ま
っ
た
硬
い
安

山
岩
が
鉛
筆
の
芯
の

よ
う
に
残
っ
た
火
山

岩
頸
と
い
う
地
形
で

す
。
長
年
の
侵
食
作
用
に

よ
っ
て
円
錐
形
の
残
丘
と

な
り
ま
し
た
。

サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
昔
は

石
器
、
現
代
は
楽
器
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
瀬

戸
内
の
花
崗
岩
は
大
阪
城

の
石
垣
に
も
使
わ
れ
、
最

高
級
の
庵
治
石
は
墓
石
等

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
殻
変
動
に
よ
る
山
脈
の

形
成
に
よ
る
瀬
戸
内
の
小

雨
気
候
と
、
花
崗
岩
が
風

化
し
た
砂
浜
は
入
浜
式
塩

田
が
盛
ん
と
な
り
、
う
ど

ん
文
化
も
発
展
し
ま
し
た
。

一
億
年
か
け
た
自
然
の
造

形
美
を
ゆ
っ
た
り
と
眺
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
参
考
文
献
・
図
】

長
谷
川
修
一

「

大

地

の

成

り

立

ち

か

ら

見

た

香

川

の

風

土
」

前
回
、
社
会
保
障
が
制
度
と
し

て
成
立
し
て
も
、
「
私
た
ち
の
側

で
の
運
動
や
政
治
的
な
力
」
が
十

分
で
な
け
れ
ば
、
権
利
と
し
て
の

側
面
が
後
退
し
て
「
経
済
性
」
が

前
面
に
出
て
く
る
、
と
書
き
ま
し

た
が
、
最
近
の
「
高
額
療
養
費
自

己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
」
の
動

き
は
、
ま
さ
に
そ
の
具
体
例
だ
と

言
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
予

定
を
変
え
て
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

島
根
県
の
丸
山
達
也
知
事
が
、

1
時
間
12
分
の
定
例
会
見
の
約
40

分
を
費
や
し
て
「
治
療
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
国
家
的
殺
人

未
遂
だ
」
と
強
烈
に
批
判
し
た
そ

う
で
す
が
、
政
府
案
は
本
当
に
酷

い
も
の
で
す
。
も
し
が
ん
治
療
に

取
り
組
む
の
が
非
正
規
の
民
間
労

働
者
（
平
均
年
収
２
０
２
万
円
）

で
あ
れ
ば
、
「
年
収
の
３
分
の
１

が
医
療
費
負
担
に
消
え
る
」
計
算

に
な
り
、
ま
さ
に
経
済
力
の
差
で

命
が
選
別
さ
れ
る
事
態
で
す
。

今
回
の
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ

た
政
府
・
厚
労
省
の
基
本
的
な
立

場
と
考
え
方
は
、
が
ん
や
難
病
の

患
者
に
と
っ
て
「
受
診
抑
制
」
は

命
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
自
己
負
担
限
度

額
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
２
２
７
０

億
円
分
の
『
受
診
抑
制
』
が
起
き

る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
、
そ
れ

で
も
改
悪
し
よ
う
」
、
と
言
う
こ

と
で
あ
り
、
許
し
が
た
い
も
の
で

す
。
要
す
る
に
、
「
重
い
病
気
の

人
に
負
担
を
強
い
、
命
を
危
険
に

さ
ら
し
て
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
言
い

な
り
の
軍
拡
や
大
企
業
優
遇
の
た

め
の
財
源
を
つ
く
る
」
と
い
う
事

に
他
な
ら
ず
、
自
民
党
政
治
の
反

国
民
性
と
冷
酷
さ
を
如
実
に
表
し

て
い
ま
す
。

国
の
政
策
決
定
に
関
与
し
て

い
る
財
界
と
そ
の
「
政
治
的
代

理
人
」
と
し
て
の
政
界
・
官
界

の
人
た
ち
の
意
識
や
考
え
方
は
、

そ
の
立
場
に
規
定
さ
れ
て
、
一

般
国
民
で
は
な
く
自
分
た
ち
の

利
益
に
沿
っ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
高
額
療

養
費
の
値
上
げ
も
ま
た
、
政
・
官
・

財
の
面
々
に
と
っ
て
都
合
の
い
い

も
の
だ
と
い
う
事
で
す
。
そ
れ
は
、

具
体
的
に
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
い

い
な
り
の
大
軍
拡
の
財
源
捻
出
、

半
導
体
産
業
な
ど
大
企
業
へ
の
優

遇
策
、
法
人
税
減
税
や
社
会
保
険

料
の
企
業
負
担
分
軽
減
、
更
に
、

民
間
保
険
会
社
か
ら
見
れ
ば
、
自

己
負
担
の
増
加
に
伴
っ
て
市
場
拡

大
が
見
込
め
る
な
ど
、
様
々
な
面

で
「
都
合
が
い
い
」
と
い
う
事
で

す
。
な
お
今
回
の
案
に
よ
る
若
者

の
保
険
料
負
担
の
軽
減
は
月
に
わ

ず
か
４
６
～
２
０
８
円
に
と
ど
ま

る
と
言
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
引

き
上
げ
の
口
実
に
過
ぎ
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
や
は

り
大
切
な
の
は
、
私
た
ち
が
声
を

あ
げ
る
事
で
す
。
そ
し
て
、
い
い

意
味
で
の
「
徒
党
」
を
組
ん
で
、

最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、
「
私
た

ち
の
側
で

の
運
動
や

政
治
的
な

力
」
を
高

め
て
行
く

こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
を
考
え
る

高
齢
化
、
人
口
減
少

そ
し
て｢

大
軍
拡｣

の
流
れ
の
中
で

21

社
会
保
障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
会

準
備
会

藤
井

明

無料法律相談(要事前予約)

★３月２６日(水) 午後２時～５時

★坂出民商事務所

場所：坂出市青葉町１－２９

★予約：日本共産党香川県委員会(赤木)
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